
工法名： 鉄筋結束機 No. 2018-躯体（RC）-30

■工法概要 ■特徴・適用条件・注意事項 等

■写真・イメージ・図面

■検索用分類 　

仮設 繰り返し作業 Q 鳶工

基礎 工程数削減 C 土工

躯体（RC） 標準化・モジュール化 D 鉄筋工

躯体（S） 省人化 S 型枠工

外装 IT化・高効率化 E 左官工

内装 工場製品化・PCa化 鍛冶工

外構 ユニット化 金属工

設備 機械化 内装工

IT化 多能工化・共業化 電工

特殊構工法 VE・設計変更 配管工

2018.04.01

Phase0（営業）

Phase1（企画）

Phase2（基本設計）

Phase3（実施設計）

Phase4（施工準備）

Phase5(施工）

メーカー等 マックス株式会社

備　考 対象鉄筋径：D10×2、D13×4、D16×2、D19×4、D22×2、D25×2等

検討時期 部位・種別 着眼点 効果 職種

特　許 特になし

鉄筋を片手で自動結束でき、連続結束作業が可能な工具。
工期短縮につながり、身体への負荷を軽減できる。

特　徴
・

効　果
・

メリット

【工期】
・結束スピードが速く、工期短縮が可能。

【労務】
・作業姿勢の自由度向上するため、作業効率アップにつながる。
・熟練不要で、誰でも簡単に使用でき、習熟期間が縮減する。

【商品特長】
・片手で使用可能。
・熟練不要。
（RB-399Aシリーズ）
・結束スピード　0.9秒以下／結束。
・軽量2.2㎏（4.0Ahバッテリ搭載時）　2.0㎏（1.5Ah時）。

適用条件
・鉄筋組立工事の結束作業。
・特に、均一な鉄筋の組合せが多く面積が広いスラブ面等の鉄筋施工現場。
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